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日本ではイエスが馬小屋で生まれたとされているのはなぜか






























2.1．ルカ福音書 2 章 7 節
イエスが家畜小屋で生まれたことを示しているとしてよく言及されるのは，ルカ福音書 2 章
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まず，新約聖書のギリシア語原典に遡ると，「飼い葉桶」に当たる言葉は φάτνη である  1）。こ
の語は，家畜の餌を入れる容器を意味していた  2）。ただし，この容器は大きくて重いもので
あった可能性が高く，例えば，The new Oxford annotated Bible は，a feeding trough for 
animals と注釈している  3）。
しかし，φάτνη という語は，「飼い葉桶」を意味するとは限らない。ギリシア語新約聖書では，
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がら，ルカ 13 章の φάτνη については，「家畜小屋」という解釈がかなり行われてきた。さらに，
旧約聖書のギリシア語訳である『七十人訳聖書』においても，例えば，歴代誌下 32 章 28 節で





るルカ 2 章の φάτνη についても「家畜小屋」だという解釈がある  6）。
ギリシア語の φάτνη は，ラテン語聖書の『ウルガタ』では praesepium と訳されている  7）。こ
の語は，「飼い葉桶」も意味するが，そもそもは「囲い」を意味する語で，そこから「家畜小
屋」という意味もある。よって，『ウルガタ』では，イエスを「家畜小屋」に寝かせたと書いて
あると取ることも可能なのである。上述の通り，φάτνη はルカ 13 章 15 節にも出てきて，これ
も praesepium と訳されている  8）。この文脈では，praesepium は牛やろばをつないでおくもの
なので，「家畜小屋」と取りやすくなる。
praesepium は，スペイン語では pesebre となるが，ラテン語同様に，「飼い葉桶」とも，「家
畜小屋」とも取れる語である。スペイン語訳聖書の歴史の中で最も重要な Reina-Valera では
pesebre と訳されているが  9），「飼い葉桶」ではなく「家畜小屋」と取ることも可能である。そ
して，分かりやすさを重視した Dios Habla Hoy はルカ 2 章では全て establo（家畜小屋）と訳






て，600 年から 625 年の間に，『偽マタイ福音書』が書かれたと考えられている。この文書には，
イエスは洞窟で生まれたとある  11）。それから，マリア達は洞窟を出て，家畜小屋に入り，イ
エスを飼い葉桶に寝かせると，牛とロバがイエスを礼拝する  12）。この牛とロバは，イザヤ書 1
章 3 節を踏まえたものである。『新共同訳』では以下の通りである。
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（イザヤ書 1 章 3 節）
これも，家畜小屋伝承の成立に関わっていると考えられる。イエスが生まれた家畜小屋には
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（10）　 Core Ieſu Chriſto no von xitaximino xiruxi nari. Vonmi vmaya nite vmare tamǒ ga 






『ヒイデスの導師』は，ルイス・デ・グラナダ Luis de Granada の Introduction del Symbolo 
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原典ではイエスの誕生についての箇所に連続して presepio が 5 回出てくるのだが，そのう
ち 4 回は「うまぶね」と訳され，1 回だけ「うまや」と訳されていることになる。このように
訳語がふたつありえるのは，ポルトガル語の presépio が，ラテン語の praesepium およびスペ
イン語の pesebre と同様に，「飼い葉桶」も「家畜小屋」も意味するからである。
3.4．『ぎやどぺかどる』
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4．禁教時代
江戸幕府が 1612 年および 1613 年に禁教令を出し，その後，キリシタン書は刊行されなくな
る。しかし，その間も，わずかながらイエスの降誕した場所について言及した書物がある。
4.1．『破
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京都産業大学論集 人文科学系列 第 51 号 平成 30 年 3 月
た，英語でイエスの生まれた家畜小屋を指すのに用いられる stable の語にも問題がある。こ
の語は，ラテン語の stabulum，古フランス語の stable に由来し，もともとは家畜小屋を意味
したが，現在では馬小屋の意味で使われるのが普通になっている  37）。このため，イエスが生
まれた家畜小屋を指す stable が，馬小屋と誤解されやすいのである。
以下では，ルカ 2 章 7 節・12 節・16 節および 13 章 15 節がどのように日本語に訳されてき
たかを見て，馬小屋伝承の定着に働いている要因を更に検討する  38）。
5.1．『明治元訳聖書』
ヘボン（J. C. Hepburn）とブラウン（S. R. Brown）の『新約聖書路加傳』（1875）から翻訳
委員社中の『新約聖書路加傳』および『新約全書』をへて『舊新約全書』（1887）（いわゆる『明

































































林集成』では，「うまぶね（槽）」は，三版で登録され，A horse trough, a manger となってい
る  41）。
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5.2．ブラウン『志
し ん や く ぜ ん し ょ
無也久世無志与』『留
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て良いであろう  46）。
なお，ルカ 13 章 15 節では，『志
し ん や く ぜ ん し ょ
無也久世無志与』と『留
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カ 13 章 15 節で用いられている訳語も含めた。
5.5．カトリック教会の日本語訳聖書
カトリック教会においては，高橋五郎の訳により，1895 年に『聖福音書 上』が，1897 年に












































































































































ルカ 2 ルカ 13：15
『口語訳』 飼葉おけ［（48），（49），（50）］ 家畜小屋［（5）］
『新改訳』第 1 版・第 2 版・第 3 版 飼葉おけ 小屋










































































































バルバロ訳では，2 章では「まぐさおけ」を使用している  51）。「まぐさ」は語源的には馬の餌
を意味すると思われる語である。しかし，13 章 15 節で馬やロバをつなぐ場所も「まぐさおけ」
としているので，これは家畜の餌を入れる容器と取ることができる。
フランシスコ会訳では，2 章で「かいばおけ」を，3 章 15 節で「飼葉おけ」を使用してい
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 （ i ） καὶ ἔτεκεν τὸν υἱὸν αὐτῆς τὸν πρωτότοκον, καὶ ἐσπαργάνωσεν αὐτὸν καὶ ἀνέκλινεν αὐτὸν ἐν φάτνῃ, διότι 
οὐκ ἦν αὐτοῖς τόπος ἐν τῷ καταλύματι.（ルカ 2：7）
 （ii）καὶ τοῦτο ὑμῖν τὸ σημεῖον, εὑρήσετε βρέφος ἐσπαργανωμένον καὶ κείμενον ἐν φάτνῃ.（ルカ 2：12）
 （iii）καὶ ἦλθαν σπεύσαντες καὶ ἀνεῦραν τήν τε Μαριὰμ καὶ τὸν Ἰωσὴφ καὶ τὸ βρέφος κείμενον ἐν τῇ φάτνῃ·
（ルカ 2：16）
2） φάτνη は，特に馬の餌を入れる容器を指したが，牛の餌を入れる容器も指した（Liddell and Scott 
1996; Montanari 2015）。ルカ 2 章の φάτνη については，Liddell and Scott （1996） は，馬の餌を入れ
る容器の意味の用例としている。しかし，本文で後述する通りルカ 13 章 15 節にも φάτνη が出てくる
が，これが飼い葉桶であるなら，文脈から考えて牛とロバの餌を入れる容器である。また，マリアの
生涯を描いた『ヤコブ原福音書』（2 世紀成立）の 22 章 2 節には，ヘロデが赤児を殺す命令を出した
ことを聞いて恐れたマリアが，子供を布で包み，牛の飼い葉桶に横たえたとある（『新約外典Ⅰ』（『聖
書外典偽典 6』）教文館，1976 年，p. 111）。「牛の飼い葉桶に横たえた」の原文は ἔβαλεν ἐν πάθνῃ βοῶν
（Bauer 2000）で，φάτνη の異形 πάθνη が用いられている。このくだりはルカ 2 章を踏まえたものと考
えられるが，これはルカ 2 章の φάτνη が牛の餌を入れる容器として理解されていたことを示唆する。
3） The new Oxford annotated Bible : with the Apocrypha, Fully revised fourth edition, New York : 
Oxford University Press，2010，p. 1832.
4） 原文は以下の通り。
 （ i ） ἀπεκρίθη δὲ αὐτῷ ὁ κύριος καὶ εἶπεν· ὑποκριταί, ἕκαστος ὑμῶν τῷ σαββάτῳ οὐ λύει τὸν βοῦν αὐτοῦ ἢ 
τὸν ὄνον ἀπὸ τῆς φάτνης καὶ ἀπαγαγὼν ποτίζει;（ルカ 13：15）
5） 原文は以下の通り。
 （ i ） καὶ πόλεις εἰς τὰ γενήματα σίτου καὶ ἐλαίου καὶ οἴνου καὶ ϕάτνας παντὸς κτήνους καὶ μάνδρας εἰς τὰ 
ποίμνια（歴代誌下 32：28）
 Bauer（2015）は，stall という訳語をあげて，用例としてここを挙げている。






 （ i ） et peperit filium suum primogenitum et pannis eum involvit et reclinavit eum in praesepio quia 
non erat eis locus in diversorio（ルカ 2：7）
 （ii）et hoc vobis signum invenietis infantem pannis involutum et positum in praesepio（ルカ 2：12）
 （iii） et venerunt festinantes et invenerunt Mariam et Ioseph et infantem positum in praesepio（ルカ
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2：16）
8） 原文は以下の通り。
 （ i ） respondit autem ad illum Dominus et dixit hypocritae unusquisque vestrum sabbato non solvit 
bovem suum aut asinum a praesepio et ducit adaquare（ルカ 13：15）
9） https://archive.org/details/lasantabibliaant00rein_0。
10） Dios habla hoy: la Biblia, versión popular, Segunda Edición, Nueva York: Sociedades Bíblicas Unidas, 
1979。原文は以下の通り。
 （ i ） Y allí nació su hijo primogénito, y lo envolvió en pañales y lo acostó en el establo, porque no había 
alojamiento para ellos en el mesón.（ルカ 2：7）
 （ii） Como señal, encontrarán ustedes al niño envuelto en pañales y acostado en un establo.»（ルカ
2：12）
 （iii）Fueron de prisa y encontraron a María y a José, y al niño acostado en el establo.（ルカ 2：16）
 （iv） El Señor le contestó: —Hipócritas, ¿no desata cualquiera de ustedes su buey o su burro en sábado, 
para llevarlo a tomar agua?（ルカ 13：15）
11） 『ヤコブ原福音書』18 章〜19 章（『新約外典Ⅰ』（『聖書外典偽典 6』）教文館，1976 年，pp. 107–109；
荒井献編『新約聖書外典』講談社学術文庫，1997 年，pp. 39–41），ユスティノス『ユダヤ人トリュフォ
ンとの対話』78 章（Writings of Saint Justin Martyr （The Fathers of the Church, a New Translation, 
vol. 6） Washington D. C.: The Catholic University of America Press, 1965，p. 272），オリゲネス『ケ











 （ i ）厩（vmaya）のなかペレセピオ（Presepio）にまします若君を真のデウスなりと（p. 554）
 ここは，原文に対応する箇所が見当たらないので，翻訳の過程で挿入されたものであろうと思われ
る。
















22） 『日本民家語彙集解』（1985）「ウマヤ」，河野（1990： 156），『図説日本の馬と人の生活誌』（1993： 92），
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30） 『キリシタン書　排耶書』（『日本思想体系 25』）岩波書店，1970 年，p. 392。
31） 『新訂西洋紀聞』（東洋文庫 113）平凡社，1968 年，p. 87。
32） 『吉利支丹史料』（日本宗教講座）東方書院，1935 年，pp. 14–15。
33） 『新訂西洋紀聞』（東洋文庫 113）平凡社，1968 年，p. 445。
34） 国立国会図書館デジタルコレクション（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/824441）。
35） 蘆谷重常『新約こども聖書』15 版，警醒社書店，1925 年（初版は 1912 年）。
36） 国立国会図書館デジタルコレクション（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/780770）。
37） OED2 では，stable は A building fitted with stalls, loose-boxes, rack and manger and harness 
appliances, in which horses are kept. Formerly used in a wider sense: †a building in which 






























牛」No. 6（1994 年 11 月号）では，「11 時からはみおけの清掃」という用例が確認できる（http://
miyazaki.lin.gr.jp/sekai/bkno/00_bk_archives/miyagyu_06.pdf）。
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46） 1875 年初出の「飼
































































































































holybible.or.kr）では，ルカ 2 章 7 節に，「（マリアとヨセフ）は마굿간に泊まることになった」と補って
訳している。しかし，『カトリック教会のカテキズム』（http://info.catholic.or.kr/doctrine/）では，イ
エスは「외양간」（漢字表記では「喂養間」）すなわち牛馬を飼う小屋で生まれたと訳されている。
56） 『표준국어대사전』（1999）「마구간」。他に，최（1978：462），김（1974：130），넓은풀이 우리말 방언 
사전（2010：352，155）。
57） 例えば，プロテスタント系の『개역한글（改訳ハングル）』（http://www.holybible.or.kr）や『개역개정（改




ro.php?book=391&procb=1）では，2 章 7 節では，「馬槽」，2 章 12 節と 16 節では「槽」と訳してい
る（13 章 15 節も「槽」）。聖書全体を初めて中国語に訳したロバート・モリソン（馬禮遜）『神天聖書』
（1823）（https://bible.fhl.net/ob/ro.php?book=179&procb=1）では，2 章では一貫して「槽」としてい
る（13 章 15 節では訳出せず）。『神天聖書』の改訂版である『代表訳本』（1855 年）（https://bible.fhl.
net/ob/ro.php?book=214&procb=1）もこれを受け継いでいるが，2 章 7 節の「槽」に「槽或作廐」と
いう割注をつけている（13 章 15 節は「廐」）。5.1 で述べた通り，『明治元訳聖書』に影響を与えたブ




13 章 15 節では「槽」）。近年になって，『環球聖経訳本』（http://www.wwbible.org/ 環球聖經譯本 -2）




意味もあるが，「馬小屋」と説明されることも多い。しかし，モリソンの A Dictionary of the Chinese 
Language（1815–1822）には，A stable for cows or horses つまり牛馬を飼うための小屋という意味が
〵 〳
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Why do Japanese say that Jesus was born in a horse stable?
Tohru HIRATSUKA
Abstract
In Japan, it is often said that Jesus was born in a horse stable. But, in Western Europe, it 
is in a livestock stable that Jesus was said to have been born. There has been no research 
into the origin of the horse stable legend in Japan.
In the early Japanese Christian documents, the stable in which Jesus was born was often 
designated as an “umaya”. Etymologically, this word meant a horse stable. But, it was used to 
designate a cowshed as well. This suggests that, in the early Christian period in Japan, it was 
used in the sense of livestock stable. I proposed the hypothesis that, after the abolition of the 
Christianity prohibition, the word “umaya” was understood to mean “horse stable”, which 
generated the horse stable legend. This process may have been reinforced by other factors: 
(1) Prince Shōtoku is said to have been born in front of a horse stable. This legend may have 
influenced the nativity legend. (2) In English, “stable” is used to designate the livestock stable 
in which Jesus was born. But, this usage is archaic and the word usually means “horse 
stable”. This is misleading to the Japanese people. (3) As it was difficult to find an appropriate 
word to refer to the manger in Luke 2, Japanese translations of the Bible, such as the Meiji 
Version and the Taisho Revised Version, used the word “umabune”, which literally meant 
“horse manger”.
Keywords: Jesus, horse stable, umaya, kirishitan, Bible

